
　

 

国
民
生
活
を
顧
み
な
い
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
自
画
自
賛

　

「
骨
太
方
針
」
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
成
果
と
し
て
、
企
業
収
益
の
改
善
・

株
価
の
過
去
最
高
の
更
新
、
賃
上
げ
二
％
以
上
、
失
業
率
の
低
下
な
ど
を
挙
げ
、

「
経
済
の
好
循
環
が
着
実
に
実
現
」
、
地
方
で
も
「
雇
用
・
所
得
面
で
の
改
善
が

波
及
」、「
デ
フ
レ
脱
却
・
経
済
再
生
」
は
大
き
く
前
進
し
た
、
と
自
賛
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
同
時
期
に
発
表
さ
れ
た
厚
労
省
の
「
国
民
基
礎
調
査
」
に
よ
れ
ば
、

国
民
所
得
は
前
年
比
で
一
・
五
％
減
、
高
齢
者
世
帯
で
は
二
・
八
％
減
と
な
っ

て
お
り
、
生
活
意
識
調
査
で
は
過
去
最
高
の
六
二
・
四
％
が
「
生
活
苦
」
を
訴

え
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　

安
倍
政
権
は
こ
う
し
た
国
民
生
活
の
事
態
を
無
視
し
、
従
来
の
経
済
成
長
至

上
路
線
を
さ
ら
に
推
進
し
大
企
業
の
「
稼
ぐ
力
」
を
強
化
す
る
た
め
の
規
制
緩

和
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
市
場
化
促
進
な
ど
の
姿
勢
を
強
め
て
い
る
。

　

 「
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
改
革
」
と
い
う
名
の
給
付
抑
制
の
誘
導
・
強
制

　

安
倍
政
権
は
成
長
戦
略
の
加
速
に
向
け
、
法
人
税
改
革
、
規
制
改
革
等
を
促

進
さ
せ
「
経
済
の
好
循
環
」
を
拡
大
さ
せ
る
と
し
、
そ
の
た
め
、
①
公
的
サ
ー

ビ
ス
の
産
業
化
、
②
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
改
革
、
③
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
組
み
の
基
本
指
針
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。

　

「
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
産
業
化
」
で
は
、
市
町
村
の
窓
口
分
野
等
の
外
部
委
託

を
加
速
し
、
「
官
民
の
イ
コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
す
べ
て
の
公
共
サ
ー
ビ
ス

に
お
い
て
徹
底
す
る
」
と
し
て
い
る
。

　

「
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
改
革
」
と
し
て
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
、
「
頑
張
る
も
の
を

支
え
る
仕
組
み
へ
の
シ
フ
ト
」
、
後
発
医
薬
品
の
利
用
率
向
上
な
ど
の
保
険
者

の
努
力
に
応
じ
た
交
付
金
額
の
増
減
、
健
康
づ
く
り
等
を
行
う
個
人
に
対
す
る

ヘ
ル
ス
ケ
ア
ポ
イ
ン
ト
の
付
与
、
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
を
活
用
し
た
病
床
再

編
・
投
薬
適
正
化
、
医
療
費
の
地
域
格
差
是
正
、
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。

　

 

歳
出
改
革
は
、
医
療
・
介
護
制
度
見
直
し
に
集
中

　

主
な
医
療
・
介
護
の
歳
出
見
直
し
と
し
て
は

① 　

「
医
療
・
介
護
提
供
体
制
の
適
正
化
」
と
し
て
、
入
院
受
療
率
の
地
域
差

縮
小
、
医
療
・
介
護
を
通
じ
た
居
住
に
係
る
費
用
負
担
の
公
平
化
、
外
来
医

療
費
の
地
域
差
の
是
正
な
ど
。

　

 　

ま
た
都
道
府
県
ご
と
に
医
療
費
水
準
や
医
療
提
供
に
関
す
る
目
標
を
設
定

す
る
医
療
費
適
正
化
計
画
の
策
定
、
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
金
に
よ
る

都
道
府
県
の
病
床
再
編
や
地
域
差
是
正
の
努
力
を
支
援
。

② 　

「
負
担
能
力
に
応
じ
た
公
平
な
負
担
、
給
付
の
適
正
化
」
と
し
て
は
、
医

療
保
険
に
お
け
る
窓
口
負
担
の
在
り
方
や
介
護
保
険
に
お
け
る
利
用
者
負
担

の
在
り
方
等
の
見
直
し
（
負
担
率
二
割
の
導
入
）
。
介
護
納
付
金
の
総
報
酬

割
の
検
討
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
活
用
し
、
金
融
資
産
等
の
把
握
に
よ
る
負
担

を
求
め
る
仕
組
み
の
検
討
。

　

 　

更
に
公
的
保
険
給
付
の
範
囲
や
内
容
を
見
直
し
、
軽
度
者
に
対
す
る
生
活

援
助
サ
ー
ビ
ス
・
福
祉
用
具
貸
与
等
給
付
の
見
直
し
（
自
己
負
担
化
）
や
地

域
支
援
事
業
へ
の
移
行
の
検
討
、
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　

医
療
・
介
護
制
度
は
、
現
在
、
地
域
医
療
構
想
の
策
定
や
予
防
給
付
の
市
町

村
事
業
へ
の
移
行
、
利
用
者
負
担
の
二
割
負
担
な
ど
が
実
施
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
「
骨
太
方
針
」
は
、
二
〇
一
八
年
度
に
向
け
さ
ら
な

る
負
担
増
と
給
付
抑
制
を
打
ち
出
す
こ
と
は
極
め
て
問
題
が
大
き
い
。

　

改
め
て
今
次
制
度
改
正
の
実
施
状
況
の
検
証
・
課
題
整
理
を
し
な
が
ら
、
社

会
保
障
の
基
本
で
あ
る
「
誰
で
も
が
安
心
し
て
地
域
の
中
で
暮
ら
し
て
い
く
仕

組
み
」
づ
く
り
に
向
け
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

一 
．
日
本
年
金
機
構
は
二
〇
一
五
年
六
月
一
日
に
、「
五
月
二
八
日
に
、
不

正
ア
ク
セ
ス
に
よ
り
個
人
情
報
約
一
二
五
万
件
が
外
部
に
流
出
し
た
こ

と
が
判
明
し
た
」
と
公
表
し
た
。
流
出
し
た
情
報
の
内
訳
は
、「
基
礎
年

金
番
号
と
氏
名
」
が
約
三
・
一
万
件
、「
基
礎
年
金
番
号
と
氏
名
と
生

年
月
日
」
が
約
一
一
六
・
七
万
件
、「
基
礎
年
金
番
号
と
氏
名
と
生
年
月

日
と
住
所
」
が
約
五
・
二
万
件
で
、
合
計
約
一
二
五
万
件
と
説
明
し
た
。

　

 　

そ
の
後
、
基
礎
年
金
番
号
に
も
と
づ
く
住
所
の
確
認
等
が
終
了
し
た

六
月
二
二
日
の
段
階
で
、「
受
給
者
約
五
三
万
人
弱
、
被
保
険
者
約
四
八

万
人
強
、
計
一
〇
一
万
人
強
が
該
当
し
、
す
べ
て
の
都
道
府
県
に
該
当

者
が
分
布
し
て
い
る
（
都
道
府
県
別
の
内
訳
を
公
表
）
」
と
説
明
し
た
。

最
大
は
大
阪
府
の
九
六
八
八
四
人
、
最
少
は
山
形
県
の
三
三
八
三
人
。

二 

．
事
態
は
外
部
か
ら
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
よ
る
被
害
で
あ
り
、
憎
む
べ

き
は
年
金
機
構
の
担
当
者
を
欺
く
メ
ー
ル
に
ウ
ィ
ル
ス
を
し
か
け
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
侵
入
し
情
報
を
盗
み
出
し
た
犯
罪
者
で
あ
る
。
し
か
し
、

い
う
ま
で
も
な
く
政
府
と
そ
の
関
係
機
関
が
収
集
し
た
個
人
情
報
は
厳

格
に
保
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
犯
罪
者
の
攻
撃
も
織
り
込
ん
だ
侵

入
・
漏
洩
防
止
の
た
め
の
体
制
と
ル
ー
ル
が
確
立
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
年
金
機
構
で
は
、
流
出
該
当
者
の
基
礎
年
金
番
号
を
変
更

付
番
し
て
流
出
情
報
を
無
力
化
す
る
こ
と
を
開
始
し
た
が
、
こ
れ
に
伴

う
事
務
混
乱
の
リ
ス
ク
は
避
け
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
調
査
・
再
発
防
止

の
た
め
の
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
が
、
伝
え
ら
れ
る
範
囲
で
は
一
部
で

パ
ス
ワ
ー
ド
の
設
定
ル
ー
ル
が
実
施
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る

と
さ
れ
て
い
る
。
年
金
実
務
を
担
う
組
織
に
は
万
全
の
個
人
情
報
保
護

と
合
理
的
な
実
務
態
勢
を
整
備
し
て
再
発
を
防
止
す
る
責
務
が
あ
る
。

三 

．
情
報
流
出
に
便
乗
し
て
早
く
も
詐
欺
を
試
み
る
犯
罪
者
が
出
て
お
り
、

年
金
受
給
者
は
こ
れ
に
騙
さ
れ
な
い
よ
う
警
戒
す
る
必
要
が
あ
る
。
年

金
機
構
は
、
情
報
流
出
該
当
者
に
対
し
機
構
か
ら
送
っ
た
こ
と
が
明
白

な
封
筒
を
用
い
て
文
書
で
連
絡
し
て
お
り
、
電
話
を
掛
け
る
こ
と
は
な

い
と
説
明
し
て
い
る
。
他
の
振
り
込
め
詐
欺
と
同
様
、
不
審
な
電
話
に

は
対
応
し
な
い
こ
と
、
仮
に
行
動
を
起
こ
そ
う
と
す
る
場
合
は
事
前
に

関
係
者
に
確
認
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

四 

．
地
公
退
は
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」
に
つ
い
て
、
国
家
権
力
の
都
合
を
市

民
の
権
利
の
上
に
置
く
自
公
政
権
の
も
と
で
は
、
個
人
情
報
保
護
は
軽

視
さ
れ
そ
の
流
出
が
防
止
で
き
な
い
こ
と
を
危
惧
し
た
。
ま
た
、
ナ
ン

バ
ー
の
使
わ
れ
方
は
行
政
の
利
便
・
市
民
管
理
優
先
で
給
付
付
税
額
控

除
な
ど
の
市
民
へ
の
諸
給
付
充
実
は
構
想
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
そ

の
発
足
や
利
用
拡
大
に
反
対
を
表
明
し
た
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
も
基
礎
年

金
番
号
も
住
民
基
本
台
帳
番
号
と
「
紐
つ
け
」
で
結
ば
れ
る
の
で
事
実

上
一
体
の
も
の
で
あ
る
。
今
次
の
流
出
を
教
訓
に
し
て
改
め
て
番
号
の
持

つ
危
険
性
を
認
識
し
て
厳
格
な
個
人
情
報
保
護
を
確
立
す
べ
き
で
あ
る
。

　

政
府
は
、
六
月
三
〇
日
、「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
二
〇
一
五
に
つ
い
て
」（
骨
太
方
針
二
〇
一
五
）
を
閣
議
決
定
し
た
。
方
針
は
、
財
政
健
全
化
目
標

を
「
二
〇
二
〇
年
度
ま
で
に
基
礎
的
財
政
収
支
の
黒
字
化
達
成
」
に
置
き
、
そ
の
た
め
社
会
保
障
を
「
歳
出
改
革
の
重
点
分
野
」
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

二
〇
一
八
年
度
ま
で
の
三
年
間
を
集
中
改
革
期
間
と
し
て
、
高
齢
化
等
に
よ
る
社
会
保
障
費
の
自
然
増
分
を
三
年
間
で
一・五
兆
円
相
当
に
抑
制
す
る
た
め
、
医
療
費

や
介
護
費
用
の
削
減
を
中
心
に
新
た
な
利
用
者
負
担
引
き
上
げ
や
「
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
改
革
」
の
名
に
よ
る
社
会
保
障
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
抑
制
を
強
く
打
ち
出
し
た
。

し
か
し
社
会
保
障
費
の
自
然
増
は
、
年
間
一
兆
円
程
度
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
間
強
め
て
き
た
社
会
保
障
給
付
費
の
抑
制
を
更
に
強
め
る
方
向
性
を
打
ち
出
し
た
。
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安
倍
政
権
は
二
〇
一
四
年
七
月
に
「
集
団
的
自
衛
権
行
使
は
、
現
憲
法
に
違

反
し
な
い
」
と
す
る
勝
手
な
解
釈
を
閣
議
決
定
し
、
そ
の
上
に
立
っ
て
第
一
八

九
国
会
に
一
連
の
戦
争
法
制
を
提
案
し
て
そ
の
強
行
可
決
を
は
か
ろ
う
と
し
て

い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
常
識
あ
る
市
民
は
も
と
よ
り
、
多
く
の
憲
法
学
者
・

官
僚
経
験
者
が
違
憲
で
あ
り
法
制
度
の
安
定
性
を
壊
す
と
反
対
し
て
い
る
。

　

政
府
・
与
党
は
一
貫
し
て
集
団
的
自
衛
権
行
使
の
結
論
あ
り
き
で
、
理
屈
に

な
ら
な
い
こ
じ
つ
け
強
弁
で
憲
法
解
釈
の
変
更
を
押
し
通
そ
う
と
し
て
い
る
。

あ
ま
り
の
ひ
ど
さ
に
ま
と
も
に
論
評
す
る
こ
と
も
は
ば
か
ら
れ
る
が
、
次
の
点

だ
け
は
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

第
一
は
政
権
が
一
九
七
二
年
の
政
府
見
解
「
集
団
的
自
衛
権
と
憲
法
の
関

係
」
を
解
釈
変
更
の
根
拠
に
し
て
い
る
こ
と
だ
が
、
普
通
の
論
理
で
は
あ
り
え

な
い
。
先
の
政
府
見
解
は
縷
々
述
べ
た
後
、
「
し
た
が
っ
て
憲
法
下
で
は
集
団

的
自
衛
権
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
結
論
付
け
た
。
し
か
る
に
、
今
回
の
政
府
見

解
は
同
じ
論
拠
で
結
論
が
正
反
対
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
件
を
担
当
し
た
自
民

党
の
高
村
氏
は
弁
護
士
経
験
が
あ
る
と
聞
く
が
、
同
じ
事
実
認
定
に
基
づ
い
て

結
論
が
有
罪
だ
っ
た
り
無
罪
だ
っ
た
り
す
る
と
で
も
い
う
の
だ
ろ
う
か
。

　

第
二
は
、
砂
川
判
決
を
解
釈
変
更
の
根
拠
に
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
事
実

を
知
る
多
く
の
関
係
者
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
判
決
は
集
団
的
自
衛

権
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
そ
の
内
容
は
米
軍
駐
留
の
合
憲
性

に
つ
い
て
日
本
の
最
高
裁
判
所
が
判
断
を
放
棄
し
て
、
独
立
国
家
の
憲
法
の
在

り
方
を
傷
つ
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
に
加
え
て
、
こ
の
時
の
最
高
裁
の
田
中
耕
太
郎
長
官
は
一
方
の
当
事
者

で
あ
る
米
国
（
基
地
に
侵
入
さ
れ
た
と
す
る
側
）
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
大
使
と
事

前
に
協
議
し
て
、
跳
躍
上
告
と
い
う
方
式
で
速
や
か
に
決
着
を
図
っ
た
こ
と
、

そ
の
意
を
く
む
判
決
を
出
し
た
こ
と
が
判
明
し
て
お
り
、
当
時
の
被
告
は
憲
法

第
三
七
条
の
「
公
平
な
裁
判
」
に
違
反
し
た
無
効
な
判
決
だ
と
し
て
免
訴
判
決

を
求
め
る
再
審
請
求
を
し
て
い
る
。
集
団
的
自
衛
権
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い

な
い
う
え
、
憲
法
に
定
め
ら
れ
た
公
平
な
裁
判
に
反
す
る
と
い
う
致
命
的
な
問

題
を
持
つ
砂
川
判
決
を
論
拠
に
す
る
こ
と
は
、
政
権
の
没
論
理
性
を
如
実
に
示

し
て
い
る
。

　

以
下
に
再
審
請
求
を
行
っ
て
い
る
「
伊
達
判
決
を
生
か
す
会
」
の
声
明
を
紹

介
す
る
。

戦争をさせない・９条壊すな総がかり行動（６月15日　国会周辺）

二
〇
一
五
年
六
月
一
八
日

　

「
政
府
に
よ
る
砂
川
事
件
最
高
裁
判
決
の
悪
用
」

に
対
す
る
声
明　

砂
川
事
件
元
被
告
人
土
屋
源
太
郎
外
三
名

伊

達

判

決

を

生

か

す

会

　

昨
年
七
月
、
安
倍
政
権
は
立
憲
主
義
を
踏
み
に
じ
り
、
集
団
的
自
衛
権

行
使
を
憲
法
解
釈
変
更
で
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。
今
国
会
で
は
こ
の
法
制

化
の
た
め
、
安
全
保
障
関
連
法
案
が
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
、
多
く
の
憲
法
学
者
、
有
識
者
は
同
法
案
が
違
憲
で
あ
る
と
い
う

意
見
を
表
明
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
安
倍
首
相
初
め
政
府
・
自
民
党
は
、
同
法
案
合
憲
の
法

的
根
拠
は
「
砂
川
事
件
最
高
裁
判
決
（
一
九
五
九
年
一
二
月
一
六
日
）
に

あ
る
」
と
主
張
し
て
い
ま
す
。

　

一
九
五
七
年
、
米
軍
立
川
基
地
の
拡
張
反
対
闘
争
で
基
地
内
に
侵
入
し

た
と
し
て
、
労
働
者
・
学
生
七
名
が
安
保
条
約
に
基
づ
く
刑
事
特
別
法
違

反
で
逮
捕
・
起
訴
さ
れ
た
の
が
砂
川
事
件
で
す
。
こ
の
事
件
で
、
一
九
五

九
年
三
月
三
〇
日
、
一
審
東
京
地
裁
（
伊
達
秋
雄
裁
判
長
）
は
「
米
軍
駐

留
は
憲
法
九
条
違
反
で
あ
る
」
と
し
て
無
罪
判
決
を
言
い
渡
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
検
察
は
、
こ
の
判
決
の
早
期
破
棄
を
狙
っ
て
最
高
裁
に
跳

躍
上
告
し
ま
し
た
。

　

最
高
裁
で
の
審
理
の
争
点
は
「
安
保
条
約
に
基
づ
く
米
軍
駐
留
が
違
憲

で
あ
る
か
否
か
」
で
あ
り
、
集
団
的
自
衛
権
に
つ
い
て
審
理
さ
れ
た
も
の

で
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
当
時
の
裁
判
当
事
者
と
し
て
、
安
倍

内
閣
が
こ
の
最
高
裁
判
決
を
悪
用
し
て
い
る
こ
と
に
強
く
抗
議
す
る
も
の

で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
最
高
裁
判
決
は
「
安
保
条
約
の
ご
と
き
高
度
な
政
治
性
に

関
し
て
は
司
法
が
介
入
し
な
い
（
統
治
行
為
論
）
」
と
の
判
断
を
し
て
お

り
、
最
高
裁
が
政
治
に
寄
り
添
い
違
憲
審
査
権
を
放
棄
し
て
い
る
こ
と
に

も
注
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

近
年
、
三
名
の
研
究
者
が
米
国
立
公
文
書
館
で
発
見
し
た
米
大
使
の
電

報
・
電
文
か
ら
、
「
砂
川
事
件
が
最
高
裁
に
係
属
中
に
、
田
中
耕
太
郎
裁

判
長
（
最
高
裁
長
官
）
が
米
大
使
・
公
使
と
密
談
し
、
米
側
に
裁
判
の
進

め
方
、
判
決
の
見
通
し
、
裁
判
官
評
議
の
内
容
な
ど
を
伝
え
た
事
実
」
が

発
覚
し
、
跳
躍
上
告
も
米
大
使
の
提
言
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
判

明
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
実
に
よ
っ
て
、
米
国
が
日
本
の
司
法
に
介
入
し
た
こ
と
だ
け
で

は
な
く
、
元
被
告
人
を
裁
い
た
上
記
最
高
裁
判
決
が
憲
法
三
七
条
の
「
公

平
な
裁
判
所
」
に
違
反
し
た
無
効
な
判
決
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な

り
ま
し
た
。
砂
川
事
件
の
元
被
告
人
た
ち
及
び
そ
の
遺
族
は
、
昨
年
六
月

一
七
日
、
米
国
公
文
書
館
で
発
見
さ
れ
た
電
報
・
電
文
を
証
拠
と
し
て
免

訴
判
決
（
裁
判
の
打
切
り
判
決
）
を
求
め
て
再
審
請
求
を
し
ま
し
た
。
私

た
ち
は
、
司
法
の
中
立
と
正
義
が
あ
る
限
り
、
こ
の
再
審
請
求
は
必
ず
認

め
ら
れ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

安
倍
政
権
が
進
め
て
い
る
集
団
的
自
衛
権
行
使
と
そ
の
法
制
化
で
あ
る

安
保
関
連
法
案
は
、
憲
法
九
条
違
反
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、

そ
の
論
理
は
破
綻
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
安
倍
政
権
は
、
一
連
の
法
案

の
合
憲
性
の
法
的
根
拠
を
上
記
の
よ
う
に
無
効
な
最
高
裁
判
決
に
求
め
、

最
高
裁
判
決
が
公
平
な
裁
判
所
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
憲
法
三
七
条
違
反

の
事
実
を
無
視
し
国
民
を
騙
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
安
倍
政
権
の
欺

瞞
を
許
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
、
安
全
保
障
関

連
法
案
の
廃
案
を
求
め
ま
す
。

以
上
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